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 2025.3.1 
 

｢ISIJ International｣投稿規程 
 
 
ISIJ International は、月刊で出版される日本鉄鋼協会の論文誌であり、広く国内外の会員、非会員から

タイムリーでオリジナルな投稿を受け付けている。 

 

１．原稿の内容:  

本論文誌は、鉄鋼および関連材料の製精錬、プロセッシング、性質、分析、環境問題などの科学・技

術全般に関して発表し、議論するためのオープンアクセスジャーナルである。ただし、鉄鋼材料と Ti 合
金以外を対象とする論文で、鉄鋼材料との関連が明確でなく、読者の興味を引きにくいと判断されるも

のは Out of Scope となる場合がある。 

Ⅰ 高温プロセス基盤技術／Fundamentals of High Temperature Processes 
Ⅱ 製銑／Ironmaking  
Ⅲ 製鋼／Steelmaking 
Ⅳ 鋳造・凝固／Casting and Solidification 
Ⅴ 計測・制御・システム技術／Instrumentation, Control and System Engineering 
Ⅵ 分析・解析／Chemical and Physical Analysis 
Ⅶ 加工・加工熱処理／Forming Processing and Thermomechanical Treatment 
Ⅷ 溶接・接合／Welding and Joining 
Ⅸ 表面処理・腐食／Surface Treatment and Corrosion 
Ⅹ 相変態・材料組織／Transformations and Microstructures 
XI 力学特性／Mechanical Properties 
XII 物理的性質／Physical Properties 
XIII 境界領域／New Materials and Processes 
XIV 社会・環境／Social and Environmental Engineering 

また、特定のテーマや分野の研究推進を目的とした特集号を不定期に募集する。 

「鉄と鋼」、「ISIJ International」の両誌掲載以前に公開刊行物に発表される可能性がなく、オリジナリティ

のあるものに限る。本会発行の「材料とプロセス」に関しても重複度の高い場合には、オリジナリティが喪失

していると判断する。機関リポジトリなどのインターネットで公表された文献（博士論文も含む。）も公開刊

行物と同じ扱いとする。例外として、プレプリントサーバに原稿が掲載されている場合は、既発表とはみなさ

ず、オリジナリティは喪失しない。 

「鉄と鋼」と「ISIJ International」の間では、下表の場合に限り、相互に転載のための投稿を認める。な

お、寄書－Note 間の転載は認めない。 
原著 転載先 

投稿可能期間 
掲載誌 種類 投稿誌 種類 

鉄と鋼 論文 ISIJ Int. Regular 
Article 

1) 掲載誌発行日(出版社版公開日)から 1 年以内 
2) 特集号に掲載された場合は、その発行日(出版社版

公開日)から 1 年 6 か月以内 
3) 編集委員会からの依頼や勧誘があった場合は、そ

の依頼・勧誘日から 1 年以内 
4) 澤村論文賞、ギマラエス論文賞受賞論文は、受賞

決定日(受賞式実施日)から 1 年以内 
ISIJ Int. Regular 

Article 鉄と鋼 論文 

鉄と鋼 レビュー ISIJ Int. Review 
Article 

上記 1)～3) 
ISIJ Int. Review 

Article 鉄と鋼 レビュー 
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鉄と鋼 速報論文 ISIJ Int. Short 
Articles 

掲載誌発行日(出版社版公開日)から半年以内 
ISIJ Int. Short 

Articles 鉄と鋼 速報論文 

投稿時に転載であることを原稿のタイトルページ（Application form）に明記する。転載原稿は、原

原稿と同一原稿として扱い、タイトル、著者、著者の記載順、および記述内容の変更と見なされる本文、

図表の変更などは認めない。審査の結果、原論文との相違がある場合には修正、返却もありうる。 
 

２．原稿の種類: 

原稿は以下のように分類され、いずれも査読に付される。また、投稿した原稿の種類を変更すること

はできない。編集委員会から原稿種類変更の判断があった場合も、新規に投稿しなければならない。 

(1) Regular Article (刷り上がり 10 頁以内を目安とする。図表等を含め約 10,000 語): 

鉄鋼工学、材料学、製造技術、設備技術および鉄鋼・関連材料の利用技術に関する学術ないし技術上

の成果を記述し、その内容の客観性を論証したオリジナルなもので、記述された情報に基づいて主要結

果が再現可能なもの。 

(2) Review Article:  
一つのテーマについて、既発表の情報を総合的に集録・紹介したもの。論文誌編集委員会からの依頼

を原則とするが、著者の自主投稿も可能である。 

(3) Short Article (刷り上がり 5 頁以内。図表等を含め約 5,000 語)： 

速報を要する新規性のある研究成果や技術的知見を簡潔にまとめた論文。目安として３週間以内に査

読結果を回答する。 

(4) Note (刷り上がり 5 頁以内。図表等を含め約 5,000 語)： 

(a) 新しい研究や技術を簡明に紹介したもの、 
(a) 読者に興味のあるトピックス、意見、提案を述べたもの、 
(b) 「ISIJ International」に掲載された論文等に対する反証、例証等を述べたもの。 

 
３．言語:  
全て英語。論文中で一貫していれば、綴りは American でも British でもよい。 
 

４．単位:  

国際単位系（SI）を用いる。但し、SI 併用単位は使用できる（別表参照）。  

 

５．原稿の必要条件:  

・原稿は、既に著作権保護のあるもの、既に公表されたもの、他の出版物に投稿されたものであっては

ならない。 

・投稿前に必ず論文内容および投稿について著者全員の合意を得なければならない。 

・また、投稿規程と執筆要領("Instructions to Authors")を遵守していない原稿は、受け付けない。 

・原稿の文書ファイルは、Word ファイルで、原稿内容の順番や書き方などは執筆要領を参照して作成す

る。 
・原稿中に著者が著作権を所有していない図などを含む場合は、本規程「15.(6)著作権保護された素材

の利用」に則して対応する。 
 
６．投稿手続き:  
・投稿は、下記 URL の電子投稿サイトを通じて行う。 

http://mc.manuscriptcentral.com/isijint 

・電子投稿審査システムを通した投稿以外は認めない。 

・投稿原稿にオリジナリティがあること（他誌に掲載済みや掲載予定、投稿中のものでないこと）、投稿

https://isijint.net/production/wp-content/themes/isijint/assets/docs/pdf/list_si.pdf
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論文の著者であること、本誌への投稿を同意すること、本会への著作権譲渡に同意すること、掲載料

を支払うこと等を明記した宣言書（所定の Web 上入力画面から回答）で同意しなければならない。著

者全員の同意が得られた段階で投稿を受け付ける。 
・本誌は各著者による ORCID（Open Researcher and Contributor ID）の登録を推奨する。投稿にあたって、 

Corresponding Author は自身を含む著者全員のサイトアカウントと ORCID iD が紐付けされていること

を確認する。紐付けされた著者の論文には、氏名の横に ORCID マークが表示され、電子的に各著者

の ORCID Record がリンクされる。ORCID iD の内容、作成、アカウントとの紐付け方法の詳細は、ジ

ャーナル Web サイトの ORCID ページを参照する。 
 

７．査読過程： 

・本誌は single-anonymized peer review 方式（投稿者は査読者を特定できないが、査読者は投稿者を特定

できる方式）を採用する。投稿原稿は、編集委員長による予備審査が行われ、本誌の対象分野外、ま

たは掲載不適切と判断された原稿は、査読過程を経ず返却される。予備審査を経た原稿は、２名の査

読者を選定する編集委員に送付される。 
・編集委員長を含むすべての編集委員は、投稿原稿の著者である場合、当該原稿の査読過程に関与しな

い。電子投稿審査システムを用いて、当該原稿を編集委員としてではなく著者として閲覧可能であり、

査読過程の機密性は維持される。編集委員による投稿原稿は、一般の原稿と同じ審査基準に基づいて

査読される。なお、編集委員会は委員会の判断基準と、COPE（出版倫理委員会）のガイドラインに基

づき、倫理違反の申し立てに対応する。 
・編集委員は、２名の査読者からの査読結果に基づき第１次判定を行う。査読者からの指摘に基づいて

修正された原稿が受理される可能性が高い場合、編集委員は著者に修正を依頼する。修正依頼に応じ

ない場合は返却となる。 
・原稿の修正が依頼された場合、著者は判定通知から３週間以内に修正原稿を提出しなければならず、

３か月経過した場合には、新規投稿として扱われる場合がある。査読者もしくは編集委員は修正原稿

を再査読し、査読者の指摘に対して原稿を適切に修正しているか評価する。 
・編集委員は、投稿原稿の掲載可否案を編集委員長に通知する。編集委員長は、原稿の掲載可否を最終

決定する責任を持つ。 
・編集委員は、査読者として適切な指摘を行い、本誌の品質向上のために提言するなど、各々の専門分

野の観点から補佐する役割を担う。編集委員長が投稿原稿の著者である場合、委員長を除く編集委員

会が原稿の掲載可否を最終決定する責任を持つ。 
・査読者は国内外関係なく選定され、編集委員会に所属する必要はない。査読者は、研究分野の専門性、

信頼性、推薦、および査読者としての実績に基づき選定される。査読候補者は、投稿後約１週間以内

に選定され、査読依頼を受理すると３週間以内に最初の査読結果を報告しなければならない。査読者

は報告が遅れる場合、できるだけ早く事務局に通知する必要がある。 
・著者は原稿投稿時に査読候補者、あるいは査読不適切者を提案することができる。編集委員はこの提

案を考慮するが、従う義務はない。査読者の選定過程は編集委員の裁量に委ねられる。 
・本誌の方針に基づき、査読者の指摘内容をそのまま著者に通知する。ただし、不適切な内容、機密情

報、掲載可否に関する情報が含まれる場合、編集委員は査読者の承諾無しに指摘内容を編集する権限

を有する。 
・編集委員会の判断に異議のある著者は、事務局に申し立てることができる。異議申し立ては、著者が

査読者または編集委員の誤解や誤りを示す明瞭な証拠を提示した場合にのみ考慮される。異議申し立

て内容は、編集委員長により慎重に検討され、最終決定が下される。いずれの場合においても，COPE
（出版倫理委員会）のガイドラインが順守される。 

・編集委員長は学術雑誌である本誌の品位を維持、向上させる責務を有し、掲載論文が鉄鋼および関連

材料に関する研究であることを保証する最終的な責任を負う。掲載される研究内容は、独創的かつ論

理的であり、さらに学術的・技術的に価値があるものでなければならない。投稿原稿は、その掲載可

否判断にあたり以下の掲載基準の観点から検討される。すべての基準を満たす必要はないが、複数項

目を満たす必要がある。 

https://isijint.net/jp/about/orcid/
https://isijint.net/jp/about/orcid/
https://publicationethics.org/
https://publicationethics.org/
https://publicationethics.org/
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(1) 鉄鋼および関連材料分野の重要な問題に関する独創的な知見を与えること 
(2) 新たな知見が鉄鋼および関連材料分野に対して科学的あるいは技術的な貢献を及ぼすこと 

(3) 新たな知見が鉄鋼および関連材料分野の応用技術もしくは基礎学理の構築に貢献すること 

(4) 新たな知見を得るために用いられた方法・手法が適切であり、分野に限定されず広く理解できる

ように記述されていること 
(5) 研究手法やデータから研究上の疑問に対する答えが導かれ、結論を支持する論旨が論理的かつ明

確に説明され、また、その手法が厳密に適用されていること 
(6) 当該分野または異分野での先行研究との関連性を明確に説明したうえで、鉄鋼および関連材料分

野における新規性が明確に示されていること 
・日本鉄鋼協会は、ISIJ International の発行者として、編集委員会に編集に関する決定の責任を付与する。

日本鉄鋼協会は、根本的な編集過程の変更の場合を除き、編集上の決定に関与しない。編集における

決定は、原稿の学術的または技術的価値のみに基づいており、本誌による他の利益から完全に独立し

ている。 
 

８．機密性、守秘義務、利益相反： 

・査読者は、未発表の原稿の機密性を常に保持する責任を負う。査読者は査読依頼の承諾と共に以下の

事項を禁じられる。 

(1) 査読の役割を開示すること 

(2) 著者に自身の個人情報の一部を提供すること 

(3) 原稿またはその内容を査読過程に直接関与していない者と共有すること 

(4) 編集委員の許可なく他者を査読過程に関与させること 

(5) 原稿のデータや情報を自身の成果や出版物に使用すること 

(6) 査読過程から取得した情報を使用して自身や他人に不当な利益を享受し、あるいは個人や組織に

不当な損害をもたらすこと 

・査読者は原稿の機密性を維持する義務を持つため、機密性が保証できないソフトウェア、オンライン

翻訳サイト、またはその他の AI テクノロジーへの原稿のアップロードを行ってはならない。査読者

は、査読目的で AI テクノロジーを使用した場合、使用方法を編集委員に開示する必要がある。また、

査読者は生成 AI が不正確、不完全、または偏っている可能性のある情報を生成する可能性があるこ

とを認識する必要がある。 

・編集委員会は、全ての未発表原稿の機密性を担保する。編集委員は以下の事項を禁じられる。 

(1) 合理的理由に基づいて査読者が要求した場合を除き査読者の個人情報を開示すること 

(2) 原稿やその内容を原稿またはその査読過程に直接関与していない者と共有すること 

(3) 原稿のデータや情報を自身の成果や出版物に使用すること 

(4) 査読過程から取得した情報を使用して自身や他人に不当な利益を享受し、あるいは個人や組織に

不当な損害をもたらすこと 

・査読過程における利益相反は、原稿審査時に編集委員の公平な審査に影響を与える可能性が現実にあ

る場合、認識された場合、あるいは潜在的な状況がある場合に起こりうる。編集委員の利益相反は、

著者との個人的または業務上の関係がある場合、著者と同じ研究課題に従事する場合、著者と直接的

に競合する場合、もしくは、著者の成果またはその出版物に金銭的利害関係が含まれる場合に起こり

うる。編集委員は、原稿を担当する際に利益相反の有無を宣言しなければならない。利益相反の存在

を宣言した編集委員は当該原稿の担当を外れ、新たな編集委員が担当する。 

・査読者の利益相反は、著者との個人的または業務上の関係がある場合、著者と同じ研究課題に従事す

る場合、著者と直接的に競合する場合、著者の成果またはその出版物に金銭的利害関係が含まれる場

合、もしくは査読対象の旧原稿を閲覧した場合に起こりうる。編集委員は、査読依頼の際に利益相反

の回避に努めるが、全ての潜在的な利益相反を特定できない。査読者は編集委員にあらゆる利益相反

を宣言しなければならず、利益相反が認められた場合、編集委員は適切に対応しなければならない。

査読依頼状は本誌が上記事項を確実に履行することを保証するものである。 
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９．受付日と受理日、掲載論文の正誤表と撤回:  

・原稿が ScholarOne を通して投稿され、原稿に不備がないことが確認された上で原稿に ID が付与され

た日を受付日とする。 

・論文誌編集委員会が掲載可と決定した日を受理日とする。 

・本誌は出版された論文の公正性を維持することの重要性を認識している。誤りを含む掲載論文は、正

誤表の公開によって訂正される場合がある。正誤表は、掲載論文の科学的公正性、著者の信頼性、ま

たは論文誌自体に重大な影響を与える誤りについて説明するものである。掲載論文内容の訂正を希望

する著者は、事務局に訂正内容の詳細を連絡する必要がある。共著者が訂正について同意しない場合、

編集委員長は編集委員会または外部有識者の助言を求めることが可能である。訂正内容が公開された

場合、その訂正内容に異議を唱える著者は訂正文中に記載される。 

・無効または信頼できない結果または結論を含む論文、他の学術誌等ですでに掲載された論文、または

研究・出版倫理に関する規範に違反した論文は撤回される場合がある。当該論文の撤回が必要と考え

る者は、指摘事項の詳細を事務局に連絡することができる。編集委員長は指摘事項が合理的であると

認められる場合には詳細を調査するとともに掲載論文の著者に連絡し、回答を求める。共著者が撤回

について同意しない場合、編集委員長は編集委員会または外部有識者の助言を求めることが可能であ

る。撤回が公開された場合、その撤回に異議を唱える著者は撤回案内に記載される。正誤表あるいは

撤回の公開に関する決定は、編集委員長に委ねられる。 

 

１０．校正:  

・連絡著者には、論文の PDF ゲラを送付する。校正 PDF には新しい要素を加えることはできない（印

刷上の誤り以外の修正・加筆・削除は原則として認めない）。 

・校正 PDF は、指定された期限前に返却しなければならない。 

 

１１．採択原稿の早期公開 

全ての採択原稿は，採択決定後１週間以内に J-STAGE 上で公開される。採択された原稿（原則として

テンプレートを使用した原稿）がそのまま早期公開の原稿となる。編集・組版、著者校正は行われない

（編集・組版、著者校正は本公開時に行われる）。早期公開時において，掲載版の巻とページは確定され

ていないが，DOI については，掲載版と同一の URL が付与される。 
 

１２．著作権:  

・日本鉄鋼協会著作権規程にもとづく。これにより、掲載記事の著作権（日本国著作権法第 21 条から

28条までに規定される全ての権利）は、本会に譲渡される。著作権譲渡は、宣言書（所定の Web上入

力画面から回答）に同意することで効果を発し、論文が受理されない場合は無効となる。 

・アメリカやイギリスなどの政府機関、あるいはそれに類する政府機関の職員が主たる著者であり、職

務著作を投稿してきた場合で、本会に著作権を譲渡できないときには、原稿受理後に当該政府機関に

よる利用許諾の証明書を著者が提出する。この場合、6.項における宣言書には、本会への著作権譲渡

に同意する代わりに、Government Work であることを明記して提出する。 

・「ISIJ International」はオープンアクセス誌として、掲載記事は、クリエイティブ・コモンズ 表示-非営

利-改変不可（CC BY-NC-ND）ライセンスの条件の下で掲載される。 
https://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/deed.ja 
ただし、著者の希望により、クリエイティブ・コモンズ 表示（CC BY）ライセンスで掲載することが

できる。 

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja 
著者は、著作権譲渡とともに、クリエイティブ・コモンズ・ライセンス（CC ライセンス）の付与に同

意しなくてはならない。 

CC ライセンスの種類をいったん申請した後は、それを変更できない。 

・資金提供団体によっては、支援された掲載論文を特定のクリエイティブ・コモンズ・ライセンスの下

で公開することを要求する場合がある。論文投稿前に、資金提供団体の要求事項に沿っているか確認

https://mc.manuscriptcentral.com/isijint
https://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/deed.ja
https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja
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することを勧める。 

 

１３．論文掲載料およびその他の手数料:  

・掲載決定後に著者（またはその代表者）は論文掲載料を支払う必要がある。掲載料は論文の種類に

よらず、刷り上がり１頁あたり 13,860 円（税込み）が請求される。受理原稿の著者は、記事の公開

前に掲載料が請求される。オンライン公開の記事のカラー図表掲載は無料である。著者が冊子体の

記事でカラー図表掲載を希望した場合、刷り上がり 1 頁毎に 36,300 円（税込み）が追加で請求され

る。記事公開前に掲載料およびその他の関連料金を支払わない場合、支払いが確認されるまで、著

者のその他の原稿についての全作業が中断される。 
・Corresponding Author が Research4Life「グループ A」に分類された国の所属である場合、掲載料

を免除する。また、所属に依らず、論文投稿前に Corresponding Author が isijint@isij.or.jp へ掲載

料免除を申請し、掲載料負担の経済的困難性が客観的に証明された場合、掲載料免除を検討する。

ただし、査読過程開始後の申請は認めない。著者の掲載料負担の能力の有無は、原稿審査に影響し

ない。査読過程に関与する編集委員は、不当な影響の可能性を排除するため、掲載料免除に関する

審査には一切関与しない。 
 
１４．不正行為および不適切行為の禁止： 

投稿に関連して、本会の「論文誌の不正行為および不適切行為の対応規程」に定める不正行為および不適切

行為を行ってはならない。 
 
１５．倫理および編集・公開に関する方針:  
「ISIJ International」への原稿投稿に際し、全著者は以下の(1)～(12)に示す本誌の倫理に関する方針

をすべて遵守し、また、本誌の編集・公開方針に同意する必要がある。論文誌編集委員会は、投稿さ

れた原稿が本方針に合致しないと判断した場合に、原稿を審査せずに返却または撤回する権利を有す

る。 
(1) オリジナリティ 

本誌へ投稿する原稿は、オリジナリティのあるものでなければならない。本誌への投稿により、その

原稿の一部あるいは全部、または言語を問わず、その原稿は未発表であり、さらに、他誌等での出版が

検討されていないとみなされる。関連原稿が投稿検討中、印刷中、または他誌等ですでに出版されてい

る場合、論文誌編集委員会に報告しなければならない。本誌は、Crossref の剽窃チェック機能である

Similarity Check を利用して、原稿のオリジナリティを審査することがある。本誌への原稿投稿により、

全著者は上記の審査に同意したものとみなす。重複度および重複内容を確認のうえ、オリジナリティが

喪失していると判断した原稿は、編集委員会の裁量で拒否または撤回されることがある。 
本誌への掲載可否の最終判断が下される前に、他誌等に投稿する場合は、他誌等への投稿前に本誌へ

の投稿を取り下げなければならない。 
(2) プレプリント 

本誌では、投稿前または投稿と並行して、コミュニティに認知されたプレプリントサーバ（JST の運

営するプレプリントサーバ、Jxiv など）へ著者が原稿を投稿することを認めている。この方針は、一次

研究を記述した原稿のオリジナル版にのみ適用される。本誌に投稿され、査読者のコメントを受けて修

正された原稿、受理された原稿、あるいは本誌に掲載された原稿は、プレプリントサーバに掲載しては

ならない。原稿が本誌への掲載を承認された場合、著者はプレプリントの掲載情報を更新して、本誌に

公開された論文へのリンクを含める必要がある。 
プレプリントサーバに投稿する場合、著者は著作権を保持する必要がある。 

 プレプリントサーバからの原稿を本誌に投稿する際には、本誌のフォーマットに整えるとともに、プ

レプリントの DOI、プレプリントサーバ名などを明記すること。 
 プレプリント（会議のプロシーディングを除く）の引用は原則として認めない。やむをえずプレプリ

ントを引用する必要がある場合は本文中に脚注で入れることを認める。 
(3) スクープ 

https://www.research4life.org/access/eligibility/
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 本誌に投稿された原稿の新規性は、本誌投稿日以降にプレプリントサーバに投稿された他の原稿の影 
響を受けない。 
(4) 著者 

本誌への論文投稿に際しては全著者による原稿の承認、内容が事実であることの保証、投稿への同意、

および全著者が掲載の権利を保有することが必要である。また、本誌への投稿により、全著者が著者一

覧を確認して承認したものとみなし、投稿後の著者一覧の変更（著者の追加、削除、順番の変更等）は、

全著者および論文誌編集委員会の承認を必要とする。 
全著者は、原稿の投稿時にその原稿が未発表であること、他誌等での出版が検討されていないこと、

および執筆者であること等を明記した宣言書（所定の Web 上入力画面から回答）に同意しなければな

らない。 
また、全著者は本誌への投稿に加えて、日本鉄鋼協会著作権規程や掲載料負担など、本投稿規程に記

載されている方針や手続きに同意する必要がある。 
著者の決定にあたっては、Council of Science Editors（CSE）の著者資格に関するガイドラインを考

慮することを推奨する。CSE のガイドライン、およびその中の参考文献によると、全著者には、研究の

立案や企画、データ取得、解析、結果の解釈に実質的な貢献をしていること、あるいは、原稿の起草や

修正に実質的な貢献をしていることが期待されている。また、全著者は、自身の貢献に対して責任を持

つことに同意し、共著者の研究・原稿における責任の所在を特定でき、研究・原稿の完全性に確信を持

ち、および、投稿原稿やその再投稿内容を確認することに同意している。著者としての資格を有しない

が研究・原稿に対して貢献した者は、「謝辞」に記載されることがある。 
本誌では、COPE（出版倫理委員会）の見解表明に従い、大規模言語モデル（LLM）、ChatGPT のよ

うなチャットボット、または画像作成支援などの AI 支援ツールを論文の著者として認めない。AI 支援

ツールは、それらによって作成された情報や素材の正確性、完全性、独創性に対し責任を負うことがで

きないため本誌の著者基準を満たさない。 
著者（人間）は、論文内の全ての素材に対しその責任を負う。生成 AI は不正確、不完全、または偏っ

ている可能性のある情報を生成する可能性があるため、著者（人間）が結果を慎重にレビューし編集す

る必要がある。生成 AI および AI テクノロジーを、著者または共著者としてリストに挙げることを認め

ない。またそれらを著者として引用することを認めない。著者（人間）は、AI 支援ツールを使用して作

成されたテキストや画像を含め、論文中で剽窃や盗作が行われていないことを保証する責任を負う。ま

た、論文中で引用されるすべての資料は適切な情報に帰属していることを表示しなければならない。 
著者は、原稿の執筆、論文の画像やグラフィック要素の作成、または情報収集と分析において、AI 支

援ツールまたは技術を使用した場合、論文中の当該箇所でその事実を開示することが求められる。 
(5) 画像の整合性 

画像をデジタル処理により加工することは認められるが、その調整は最小限に抑えられ、画像全体に

適用され、本誌で一般的に認められる基準を満たしたうえで、原稿中にその旨が明確に記載されていな

ければならない。原稿中の全画像は、元データを正確に反映していなければならず、画像の特定の部分

を移動、削除、追加、あるいは強調してはならない。論文誌編集委員会は、必要に応じて著者に処理前

のオリジナル画像の提出を要求する権利を有する。要求された画像が提供されない場合、原稿は却下ま

たは撤回されることがある。 
(6) 著作権保護された素材の利用 

著者が著作権を所有していないものが原稿に含まれている場合、著者は著作権者から複製の許可を得

たうえで、許可を得たことを示す書類を提出する必要がある。 
原稿に既発表のものが含まれている場合、著者は原著作物の著作権者および出版社から複製の許可を

得るか、またはその使用について適切なライセンスを引用しなければならない。さらに、著者は、原稿

の中で原著論文を引用しなければならない。 
すべての複製許諾の写しを初回投稿時に提出しなければならない。 

(7) 公知のデータ・資料の提供 

公的レポジトリーや商用メーカーなどの公知のデータや資料の出所は、必要に応じて原稿にアクセス

情報や企業名などの詳細を開示しなければならない。 

https://www.councilscienceeditors.org/2-2-authorship-and-authorship-responsibilities
https://publicationethics.org/
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著者は、原稿から DOI を介して関連する社会的に広く認知された公的データベースやデジタルリポ

ジトリにリンクすることにより、自らのデータや資料を公開することができる。すべてのデータセット

は、審査中に論文誌編集委員会および査読者に完全に提供されなければならない。また、出版社版公開

日までに公開されることが望ましい。著者は、出版社版公開日から少なくとも 3 年間はデータセットを

保存することを確約しなければならない。 
本誌は、合理的理由に基づいて、原稿に記載されたデータ、試料、あるいは実験手法の共有を関係者

から求められた場合、著者がその求めに応じることを奨励する。 
(8) 動物・ヒト由来の研究 

ヒトまたはヒト由来の材料を用いた研究について執筆された原稿の著者は、その研究がヘルシンキ宣

言に示された原則、その改訂版、および著者の所属機関で承認されたガイドラインに沿って実施された

ことを証明しなければならない。関連する場合、研究への参加および研究結果の発表について研究協力

者からインフォームド・コンセントを得るための手順を記述した文章を原稿に記載しなければならない。 
動物または動物由来の材料を用いた研究について執筆された原稿の著者は、その研究が著者の所属機

関で承認されたガイドラインに沿って実施されたことを証明しなければならない。 
(9) 著者の競合関係と利益相反 

透明性を高めるために、本誌は全著者に対し、投稿原稿に関連する競合関係または利益相反関係を宣

言することを求める。利益相反は、著者の公平な研究の遂行や報告に影響を及ぼす可能性のある現実に

ある、認識された、あるいは潜在的な状況がある場合に存在する。潜在的な利益相反には、競合する商

業的または金銭的な利益、商業的提携、コンサルタントとしての役割、株式または持分の所有などが含

まれる。ただし、これらに限定されない。 
当該研究の資金源は原稿の「謝辞」欄に記載されることが望ましい。 

(10) 守秘義務 

本誌は、未発表の原稿の機密性を保持する。本誌に原稿を投稿する際に、著者は原稿に関する論文誌

編集委員会、編集委員、および査読者からのすべての連絡の秘密を厳守することを保証しなければなら

ない。 
(11) セルフアーカイビング（グリーンオープンアクセス）ポリシー 

セルフアーカイビングとは、著者が原稿のコピーをオンラインリポジトリに掲載することを可能にす

るもので、グリーンオープンアクセスとしても知られている。本誌は、原著論文の著者に対して、本誌

掲載後に直ちに機関リポジトリまたは公的リポジトリに論文を掲載することを奨励する。 
(12) 長期デジタルアーカイビング 

J-STAGE は、「ISIJ International」を含むフルデジタルライブラリーを、Portico によるダークアー

カイブ（https://www.portico.org/publishers/jstage/）とともに保存している。本誌が J-STAGE で利用

できなくなった場合には、Portico で公開・利用可能となる。 

https://www.portico.org/publishers/jstage/

